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島根県玉湯町鳥ケ崎遺跡発見の後期 目石器
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はじめに

　鳥ケ崎遺跡は，出雲産前期旧石器の新たな代名詞

として，近年注目をあろめている．鳥ケ崎遺跡は，前

期旧石器の遺跡として小野忠照が紹介した（小
野、1977）のち，10年以上ほとんど学界でとりあげられ

ることがなかったが予松沢亜生らの一連の活動（松

沢，1991．1992a，1992bう1993a，1993b；片岡，1991）に

よりようやく脚光を浴びることとなった．これにつ

いては、稲田孝司の批判（稲田，1992）があるが，これ

は石器認定に関わるものというより、研究史の取り

扱いをめぐってのものである註1）。

筆者カ嶋ケ崎遺跡を訪れたのは，1993年4月11日が

島根大学に赴任して以後では最初であり，丹羽野

裕氏、湯村　功氏の案内で現地を訪れた．その後、4

月29日に両氏をふくめ絹川一徳氏、富樫孝志氏らと

ともに現地を訪れた．この際，湖岸で玉髄う璃璃製

1）島根大学汽水域研究センター
　Researclh　Center　for　Coasta1Lagoon　Env1正onments，Slh皿皿ane

　U皿vers1ty，Matsue690，Japan

資料を採集し予まだ資料の採集できることを知った

ため，定型的な玉髄，璃璃製石器の採集をもくろん

で，遺跡へ休日を利用して訪れるようになった。今

回とりあげる資料はうこうした活動のなかで得られ

たものである，

鳥ケ崎遺跡の立地と採集資料の産状

　鳥ケ崎遺跡は，宍道湖南岸の玉湯町鳥ケ崎に所在

する（図1）。鳥ケ崎は，湖に段丘がはりだして崎状

になっており，遺跡はこの一帯である．特に玉髄，

璃璃製資料が多く採集されているのは，段丘下の平

坦地および湖岸蔀である。差お，1992年度には玉湯

町教育委員会が発掘調査をおこなっている．

今回採集した資料も，湖岸で採集したものであり，

鳥ケ崎I区註2）と呼ばれる地点の東端部である（図

2）。採集した所は，ちようど波打ち際であり、こ

の周剛こはこぶし大の礫がかなりみとめられた（図版

1）．1993年6月27日採集．

　宍道湖は，現在では最大水深5．9mと比較的浅く、な
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図1．　鳥ケ崎遺跡周辺地形図（1／25，OOo地形図「松江」，「秋鹿」
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「玉造」および「宍道」による）

・跨謡養辻図2財崎遺跡全体図
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だらかな地形を呈しているが，これは，後氷期以降

の海面変動やかつて西流していた斐伊川が江月時代

初頭以降東流したのに伴う堆積作用によるものであ

る註3）。旧石器時代においては，現在の宍道湖の地域

は、西に向かってしだいに深くなる谷が刻まれていた

ことが，ボーリング調査で明らかになっており予完

新統基底面の地形復元もおこなわれてきている（大

西松田，1985；大西1987）。また，近年はボーリン

グ調査とあわせて，宍道湖を縦横にはしる測線を設

定し湖底堆積層の音響探査をおこなって，よりこま

かな完新統基底面の地形復元が可能となっており，

深度5～15mに埋没平坦面があり，この平坦面の各所

にV字谷状の削り込みのあることがわかっている（図

3）（三梨。徳岡編，1988；後藤・中海宍道湖自然史研

究会，1988；徳岡・大西。高安ほか，1990）。ちなみ

にこれらの地形面の上は，中海層などの完新統堆積

物でパックされており，基本的に後世の地形改変は

ないようである。

　これらの成果および筆者の現地踏査によると，鳥

ケ崎の周辺では，（1標高10～20mの段丘面，（2）標高Om

前後の平坦面，（3）水深5～15mの埋没平坦面があるこ

とになる。（1）は乃木段丘であり（大西，1983），（3）は
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名称はつけられていないが段丘面と

いえるものである註4）が，旧石器時

代においてはこれらは現状に近い形

で存在していたと考えられる。（2）の

標高Om前後の平坦面については，湖

岸には　部新第二系中新統布志名層

が露出しており波浪で侵食されてい

るようである．この平坦面にどのく

らい更新統の堆積物がのこされてい

るかは明らかでないが，（2）の面につ

いては旧石器時代以降の地形改変を

考えておかなければならない註5！。

　旧石器時代における鳥ケ崎遺跡周

辺の地形については，微地形におい

て一部のちの地形改変のため不明な

部分はあるが，北に広がる谷筋を見．

おろす諸段丘の一帯に立地する景観

であったと考えられる。
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採集資料

玄武岩製角錐状石器（図4，図版

2）．長さ6cm，幅2．7cm，厚さ

1．8cm，重さ20．75gである。資料は

’、 ⑪　　　　　　3c胴

図4．鳥ケ崎遺跡採集石器
醐g．4L並h1c　fou皿d　at　Tongasak工s1te
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長年波に洗われたためか，全体に磨滅している。ま

た，石器剥離面の風化の程度がおおよそ2つにわかれ

ており，大半の剥離剛こは気泡状の孔が沢山あいて

いるのが認やられるが，縁辺の小剥離面には気泡状

の孔が認められず表面が平滑なものがある。後者は，

実測図ではリングをいれていない面があたり，これ

は風化色は前者より新しく，おそらくこれは二次的

に自然の営力で形成されたものであろう。なお石材

の玄武岩は，新第二系中新統の松江層などにふくま

れているもので，比較的近隣で入手できるもののよ

うである。

　分厚い剥片を素材としており，主要剥離面側から

ブランティング加工を施し成形している。成形加工

は粗めであり，僅かのブランティングで目的の形態

に仕上げられており，石器中央部が両側に突き出す

特徴的な形態を呈している。なお，石器背面申央に

は主要剥離面と平行な2面の剥離面がみられるが，こ

れは素材剥片背面の剥離痕かもしれない。また，d面

が素材剥片主要剥離面であるが，図でみて下半がヒ

ンジフラクチャー斗犬となっている。

雲の前期旧石器について考えていきたい。

　本校を作成するにあたっては，石器認定、資料収集

などの面で次のかたがたにお世語いただいた。お名

前をしるし篤くお礼申し上げます。

　稲田孝司，大西郁夫，恩田　清，勝部　衛，片岡

詩子，高須　晃，澤田順弘，高安克己，田中義昭，

丹羽野　裕，林　正久，松沢亜生　松藤和人，藤野

次史，湯村　功，渡辺貞幸。

註
1）なお前掲の片岡氏のほかに丹羽野氏，湯村氏が，出雲産前
期旧石器の問題をとりあげている（丹羽野，1991．1993；

　丹羽野・湯村，1993；湯村1992）．
2）小野カ溜介した時点では，松沢論文地区区分のI地点と皿
　地点を第1I地区とし，IV地点が第皿地区となっている．
3）また，多量の土砂の流出の背景にたたら製鉄に伴うかん
　な流しがあることを多くの方が指摘している．
4）島根大学理学部大西郁夫先生のご教示による
5）大西によると，（ユ）と（3）の段丘の間のつながり方がまだ

　はっきりしていないという　（2）の平坦面については，縄
　文海進に伴い形成された可台旨性があるという　また，島

根大学教育学部林　正久先生のご教示では，ζ2）の平坦面

　には，縄文海進によって形成されたと考えられる砂州が
　認められるという．
6）石材については，島根大学理学部澤田順弘先生のご教示
　による．

まとめ

　今回採集した資料は，定型的石器であり，人工品

であることは疑う余地がないものである。角錐状石

器という形態からみて，後期旧石器時代のナイフ形

石器文化期後半（21．OOO～14，O00B．P。）に属するもの

と考えられる。この資料は，削期旧石器といわれる

玉髄，覇欝資料の議論とは直接関わるものではなく，

玉髄璃璃資料が人工品であることの決め手になるも

のではないことは言うまでもない。また，今回の採

集資料は角錐状石器1点のため，石器群の内容やどの

ような経緯でこの地点に石器がのこされたのかなど

の問題については明らかではない．しかし，今回の

発見で鳥ケ崎一帯が後期旧石器時代の人類活動の場

であったことが確かめ亨れ，前期旧石器時代におい

ても人類活動の場であり得た可能性が強まったとい

うことができるであろう。

　最近、鳥ケ崎遺跡では，段丘上の地点が公園化に伴

う造成工事により，重機で削平されており，ほぼ造

成工事も終わっている。なお，この地点は，事前に

発掘調査がおこなわれている。丹羽野　裕氏や湯村

　功氏をふくめわたしたちは，削平面に火山灰層が

整然と堆積しているため，踏査をおこない石器の採

集を試みたが，今のところ石器は得られていない。

今回は，前期旧石器の問劉こは立ち入ることはでき

なかったが，今後フィールドワークをとおして，出
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